
横

田

一

十

本
誌
取
材
班

．ｏ

六
七
五
万
人
も
の
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（連
合
）
の
全
面
的
な
選
挙
協
力
も
あ
り
、与
党
に
な
っ
た
民
主
党
。

政
策
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、̈
一回
の
選
挙
を
た
た
か
っ
て
き
た
両
者
の
す
り
あ
わ
せ
は
す
ん
で
お
り
異
論
は
な
い
よ
う
だ
。

だ
が
、総
論
は
よ
く
て
も
各
論
に
は
空
自
地
帯
が
存
在
す
る
。そ
こ
に
は
、新
自
由
主
義
を
進
め
て
き
た
日
本
経
団
連
と
も
一致
す
る
曖
昧
な
点
が
爵
観

新
し
い
政
官
業
の
療
着
の
疑
い
を
追
及
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

八
日
と
九
日
、
「日
本
労
働
組
合
総
連
合

会

（連
合
と

（高
木
国
会
長
）
の
定
期
大

会
が
都
内
で
開
か
れ
た
。
連
合
結
成
二
〇

周
年
で
、
悲
願
の
政
権
交
代
が
重
な
っ
た

記
念
す
べ
き
大
会
。
初
日
に
は
、
福
島
み

ず
ほ

・
社
民
党
党
首
、
亀
井
郁
夫
　
国
民

新
党
副
代
表
、
長
妻
堕
厚
生
労
働
相
ら
連

立
与
党
の
閣
僚
が
壇
上
に
ず
ら
り
と
並
び
、

代
表
す
る
形
で
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が

「政

権
を
い
た
だ
い
た
以
上
、
（連
合
と
の
）
政

策
協
定
を

一
つ
一
つ
着
実
に
こ
な
し
て
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。
連
合
と
現
政
権
と
の

パ
イ
プ
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
く
な
っ
た

こ
と
を
物
語
る
場
山
だ
っ
た
。

そ
し
て
翌
日
に
は
、
今
大
会
で
退
任
す

る
高
木
会
長
の
後
任
と
し
て
古
賀
伸
明
事

務
局
長

（五
七
歳
）
が
選
任
さ
れ
た
。
古

賀
新
会
長
は
、
松
下
電
器
産
業

（現

・
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
労
組
委
員
長
か
ら
電
機
連

合
委
員
長
を
経
て
、
連
合
事
務
晨
長
を
四

年
間
務
め
た

「実
務
派
」
だ
。
ま
た
後
任

の
一量
番
域
長
に
は
、
東
京
電
力
労
組
出
身

の
南
雲
弘
行
電
力
総
連
特
別
執
行
委
員

（五
人
歳
）
が
就
任
し
た
。
い」ヽ
つ
し
て
″電

機
　
電
力
色
″
が
強
ま
っ
た
古
賀
新
執
行

部
が
発
足
し
た
の
だ
が
、
機
を
同
じ
く
し

て
原
発
推
進
の
方
向
転
換
も
進
も
う
と
し

て
い
た
。

電
機
・電
力
色
の
強
さ

新
体
制
発
足
か
ら
約
三
週
間
前
の
九
月

一
七
日
、
民
主
党
政
権
発
足
後
、
鳩
山
首

相
と
高
木
会
長

（当
時
）
と
の
政
労
ト
ッ
プ

会
議
が
初
め
て
実
現
、
同
席
を
し
た
古
賀

新
会
長
は
具
体
的
な
提
案
を
す
る
役
を
務

め
た
と
い
う

、
そ
し
て
一
七
日
の
「中
央
執

行
委
員
会
」
で
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
原
子
力
発
電
所

新
設
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
提
出

し
た
。
報
告
書
は
安
全
性
や
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
問
題
に
触
れ
つ
つ
も

「再
処
理

に
よ
ヶ
く
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

パナソニック関係者が政界と労働界で有力者

に。まったく出身企業と関係がないと言える

のか。左は平野博文官房長官、若は古賀伸

明連合新会長、中央は松下幸之助氏 (写真/

共同)。0日 本囲団連 偶議レ筆 0。
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る
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
原
発
を
評
価

し
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
不
可
欠
な

重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
「Ｃ
Ｏ
削
減
に
有

効
な
手
段
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
連
合
内
で
は
、
原
発
問
題
の

意
見
統

一
が
図
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
東
京
電
力
を
中
心
と
す
る
電
力

の
労
組
で
あ
る

「電
力
総
連
」
は
原
発
推

進
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の
労
組
が
加
盟
す
る

「電
機
連
合
」
も
原
子
力
の
平
和
利
用
を

進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
が
、
旧

社
会
党
支
持
の
旧
総
評
系
の

「自
治
労
」

は
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
、
こ
の
路
線
対
立
に
終

止
符
を
打
つ
よ
う
な
報
告
書
が
出
て
き
た
。

こ
れ
を
受
け
九
月

ニ
ハ
日
付

一ど
経
新
聞
』

は

「連
合
が

『原
発
新
設
」
容
認
へ
　
民

主
シ
フ
ト
鮮
明
に
」
と
銘
打
ち
、
「原
子
力

発
電
所
に
つ
い
て

『新
増
設
の
着
実
な
推

進
」
を
政
策
方
針
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
」

と
報
じ
た
。
し
か
し
連
合
側
は
「
産
経
』
の

記
事
は
誤
り
で
記
者
は
出
入
り
禁
上
に
な

っ
た
」
と
し
て
、
本
誌
に
こ
う
説
明
し
た
。

「認
め
た
の
は
現
在
計
画
中
の
原
発
九
基

に
つ
い
て
だ
け
で
、
し
か
も
安
全
確
保
と

住
民
合
意
が
不
可
欠
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
を
き
っ
か
け

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
積

み
重
ね
た
結
果
、
八
月
に
報
告
書
が
完
成

し
、
そ
れ
を
九
月
に
報
告
し
た
だ
け
で
す
。

新
政
権
発
足
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
の
報

告
書
が
そ
の
ま
ま
連
合
の
方
針
と
し
て
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
小
委
員
会
や
政

策
委
員
会
で
半
年
か
ら

一
年
ほ
ど
か
け
て

議
論
を
進
め
、
最
終
的
に
は
中
央
執
行
委

員
会
で
決
め
ま
す
六
連
合
企
画
局
）

原
発
推
進
の
環
境
大
臣

正
式
な
決
定
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
わ
け

だ
が
、
こ
の
報
告
書
を
先
取
り
す
る
意
見

書
が
鳩
山
政
権
の
閣
僚
か
ら
出
さ
れ
た
。

九
月
二
八
日
、
小
沢
鋭
仁
環
境
大
臣

（山

梨

一
区
）
が

「川
内
原
子
力
発
電
所
宍
鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
の
一一喜
基

増́
設
に

関
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
最

大
限
の
活
用
を
求
め
る
と
い
う
内
容
の
意

見
書
を
直
嶋
正
行
経
産
大
臣
に
提
出
し
た

の
だ
。

こ
の
計
画
は
、
九
州
電
力
が
既
設
の
川

内
原
子
力
発
電
所
の
隣
接
地
に
埋
立
地
を

造
成
、
新
た
に

一
五
九
万
Ⅳ
の
発
電
所
を

増
設
す
る
も
の
。
こ
れ
に
対
し
環
境
相
は

「温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
は
、
安

全
確
保
を
大
前
提
と
し
て
原
子
力
発
電
の

着
実
な
推
進
が
必
要
」
と
訴
え
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
原
発
推
進
側
の

経
産
省
を
チ
ェ
ツ
ク
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
原
発
推
進
を
表
明
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
地
元
の
反
原
発
団
体

「川
内
原
発

増
設
反
対
県
共
闘
会
議
」
（荒
川
譲
議
長
）

と

「川
内
原
発
建
設
反
対
連
絡
協
議
会
」

（鳥
原
良
子
会
長
）
が

「環
境
大
臣
の
前

例
の
な
い
原
発
推
進
意
見
」
と
し
て
反
発
、

本
来
果
た
す
べ
き
環
境
省
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
疑
問
視
、
大
臣
の
真
意
を
問
い
た
だ

す
抗
議
文
を
送
つ
た
の
は
こ
の
た
め
だ
。

地
元
　
鹿
児
島
県
の
民
主
党
関
係
者
に

と
っ
て
も
寝
耳
に
水
だ
っ
た
と
い
う
。

「地
元
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

「川

内
原
発
の
増
設
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
に

進
め
て
欲
し
い
』
と
い
ユヽ
戸
が
多
か
っ
た

の
で
、
総
選
挙
で
は
増
設
賛
成
を
訴
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、

脱
原
発
を
訴
え
る
社
民
党
と
の
選
挙
協
力

に
差
し
障
り
が
出
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
な
の
に
選
挙
後
、
増
設
推
進
論
が
突

然
、
小
沢
大
臣
の
強
烈
な
意
見
書
に
盛
り

込
ま
れ
た
。
正
直
、
戸
惑
っ
て
い
ま
す
」

連
立
を
組
ん
だ
社
民
党
か
ら
も
異
論
が

出
た
。　
一
日
、
福
島
少
子
化
担
当
大
臣
は

「
こ
れ
は
三
党
合
意
を
超
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
社
民
党
と
し
て
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
」
と
不
快
感
を
示
し
、
重
野

安
正
幹
事
長
も

「場
違
い
な
提
案
。
脱
原

発
の
社
民
党
と
組
ん
だ
連
立
政
権
の
閣
僚

と
し
て
一一一一や
つ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
強

調
し
た
。

連
立
政
権
発
足
前
、
福
島
党
首
は
環
境

大
臣
を
希
望
し
た
が
、
「連
合
筋
か
ら
異
論

が
出
た
」
こ
と
も
あ
っ
て
実
現
し
な
か
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
連
合
は

「民

主
党
政
権
の
人
事
に
は

介
入
せ
ず
、
民
主
党
も

連
合
の
人
事
に
介
入
し

な
い
」
と
相
互
不
介
入

を
口
に
し
た
が
、
今
回
、

原
発
推
進
の
環
境
大
臣

の
意
見
書
が
出
て
き
た

結
果
、
「原
発
推
進
の
た

め
に
福
島
環
境
大
臣
を

阻
止
し
よ
う
と
し
た
」

と
の
見
方
が
現
実
味
を

帯
び
て
く
る
。

東
京
都
市
大
学
の
青
山
貞

一
教
授

（環

境
情
報
学
部
）
は

「原
発
推
進
は
連
立
政

権
最
大
の
問
題
と
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

「こ
れ
ま
で
、
民
主
党
国
会
議
員
と
環
境

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
一淵
一暖
化
対
策
と
し
て
原
発
推
進
を

す
る
」
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

温
室
効
果
ガ
ス
二
五
％
削
減
を
表
明
し
た

鳩
山
首
相
を
評
価
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ

（世
界
自

然
保
護
基
金
）
な
ど
の
環
境
団
体
も
、
削

減
対
策
と
し
て
原
発
推
進
を
求
め
た
わ
け

観
ヽ

地震で運転中止になった柏崎メ」羽原子力発電所。連

合のエネルギー問題PTの報告書では、はじめて原子

力発電所の建設の容認の姿勢を示したとぃう。

九
二

難:聯
:・●2登
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で
は
な
い
。
小
沢
環
境
大
臣
は
、
国
民
的

合
意
抜
き
に
勝
手
に
原
発
を
温
暖
化
対
策

に
盛
り
込
ん
だ
の
で
す
」

実
際
、
民
主
党
の
政
権
公
約

（マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
）
に
は
、
温
暖
化
対
策
と
し
て

「太
陽
光
パ
ネ
ル
、
環
境
対
応
車
、
省
エ

ネ
家
電
な
ど
の
購
入
を
助
成
す
る
」
こ
と

を
あ
げ
て
い
た
が
、
原
発
推
進
は
入
っ
て

い
な
か
つ
た
。
ま
た
脱
原
発
で
は
な
い
も

の
の
、
安
全
確
保
と
国
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
を
原
子
力
利
用
推
進
の
前
提
条
件
に

し
て
い
た
。

し
か
し
小
沢
環
境
大
臣
は
、
世
論
が
二

分
さ
れ
て
い
る
川
内
原
発
増
設
に
対
し
、

政
権
公
約
に
な
い
温
暖
化
対
策
を
理
由
に

推
進
表
明
を
し
た
。
内
閣

（閣
僚
）
の

宣
筆
夕

は
明
ら
か
で
あ
り
、
鳩
山
政
権
へ

の
環
境
団
体
の
期
待
を
し
ぼ
ま
せ
た
と
し

て
罷
免
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
２ヽ

先
の
青
山
教
授
は
、
ゝゝ

こ
秘
け
た
。

「二
〇
〇
三
年
の
い
わ
ゆ
る
原
発
立
地
促

進
法

（通
称

・
原
子
力
特
別
措
置
法
）
制

定
に
関
連
し
、
民
主
党
の
大
畠
章
宏
衆
院

議
員
が
自
民
党
の
原
発
立
地
県
議
員
と

一

緒
に
な
っ
て
、
法
案
成
立
に
動
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
畠
議
員
は
民
主
党
内
の

原
発
推
進
の
中
心
人
物
の
一
人
で
す
」

日
立
製
作
所
に
入
社
し
た
大
畠
議
員
は

七
八
年
よ
り
二
年
間
、
労
働
組
合
専
従
役

員
と
し
て
活
動
。
人
六
年
に
茨
城
県
議
会

議
員
と
な
っ
た
後
、
九
〇
年
の
総
選
挙
で

日
立
労
組
後
継
候
補
と
し
て
初
当
選
。
以

後
、
連
続
七
回
当
選
し
て
い
る
連
合
構
成

の
電
機
連
合
の
組
織
内
議
員
で
あ
る
。

一
０
月
五
日
、
よ
う
や
く
顔
合
わ
せ
を
し

た
直
綸
正
行
経
産
相

（右
）
と
御
手
洗
冨

士
夫
経
団
連
会
長
。
（写
真
／
共
同
）

こ
う
し
た
民
主
党
内
の
原
発
推
進
議
員

と
連
合
が
二
人
三
脚
を
組
ん
で
、
原
発
推

進
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
経
団
連
は
明
確
に
表
明
こ
そ
し

て
い
な
い
も
の
の
、
そ
も
そ
も
Ｃ
Ｃ
と
温

室
効
果
ガ
ス
の
因
果
関
係
に
懐
疑
的
な
立

場
と
み
ら
れ

「民
主
党
は
科
学
的
根
拠
を

国
民
に
示
し
て
ほ
し
い
」
と
し
つ
つ
、
ヨ
鋏

権
の
方
針
が
具
体
的
に
固
ま
っ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
材
を
お
受

け
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

（広
報
担
当
）
と
回
答
し
て
い
る
。

新
し
い
政
官
業
癒
者
の
構
図
か

鳩
山
政
権
に
は
、
連
合
系
の
自
動
車
総

連
出
身
の
直
嶋
経
産
相
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

労
組
出
身
の
平
野
官
房
長
官
が
中
枢
に
抜

擢
さ
れ
た
。
連
合
で
も
発
言
権
を
持
つ
有

力
な
組
織
は
構
成
員
九
八
万
人
の
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
を
は
じ
め
自
治
労
、
電
機
連

合
と
自
動
車
総
連
な
ど
だ
。
そ
の
出
身
議

員
が
民
主
党
政
権
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
。

今
回
の
原
発
問
題
か
ら
垣
間
見
え
る
の

は
、
労
組
が
財
界
の
意
向
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
新
し
い
政
官
業
癒
着
の
構

図
で
あ
る
。
電
機
　
電
力
色
が
強
ま
っ
た

連
合
が
原
発
関
連
業
界
の
意
向
に
沿

っ

て
、
民
主
党
の
原
発
政
策
に
影
響
力
を
及

ぼ
し
て
い
く
と
い
う
わ
け
だ
。

麻
生
政
権
の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

た
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
車
や
大
型
テ
レ
ビ
や
太

陽
光
発
電
の
購
入
が
、
民
主
党
政
権
で
ど

，ヽ
扱
わ
れ
る
か
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

直
嶋
経
済
産
業
大
臣
は
ト
ヨ
タ
労
組
出

身
で
あ
る
。
エ
コ
カ
ー
推
進
の
方
針
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
げ
ば
、
出
身
母
体
で
あ
る

自
動
車
業
界
優
遇
を
続
け
た
と
批
判
さ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
。
「ト
ヨ
タ
の
正
体
穴
金

曜
日
刊
）
の

「プ
リ
ウ
ス
神
話
」
で
指
摘

し
た
が
、
ハ
イ
プ
リ
ツ
ド
車
が
環
境
に
優

し
く
な
る
の
に
は
、　
一
定
の
走
行
距
離
を

満
た
す
な
ど
の
条
件
が
不
可
欠
。
「日
曜
日

だ
け
運
転
す
る
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
車
は
無
駄
」

（法
政
大
学
の
木
村
文
彦
教
授
）
で
あ
り
、

エ
コ
カ
ー
優
遇
が
温
暖
化
対
策
と
し
て
有

効
な
の
か
は
チ
エ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

環
境
に
優
し
い
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
の

購
入
促
進
が
目
的
と
さ
れ
る

「
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
も
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
サ
ン

ヨ
ー
や
東
芝
な
ど
の
家
電
業
界
の
た
め
の

不
況
対
策
と
い
つヽ
の
が
実
態
。
こ
の
制
度

を
鳩
山
政
権
が
ど
う
評
価
す
る
の
か
も
、

連
合
と
の
ご
瓢
着
度
″の
判
断
材
料
と̈
な
る

。

派
遣
労
働
者
法
改
正
の
行
方
も
追

っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
三
党
合
意
で
は
、
「雇

用
対
策
の
強
化
＝
―
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
―
―
」
と
し
て
、
「日
雇
い
派
遣
」

「
ス
ポ
ッ
ト
派
遣
」
の
禁
上
に
加
え
、
登

録
型
派
遣
も
製
造
業
派
遣
も
原
則
禁
止
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
今
後
は
労
働

政
策
馨
曇
塞
ハで
使
用
者
と
も
交
渉
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
連
合
の
方
針
が
揺
る
が
な

く
て
も
改
定
に
は
大
き
な
壁
に
な
る
。

ま
た
民
主
党
内
に
は
、
派
遣
法
改
正
に

反
対
し
て
き
た
議
連

「派
遣
制
度
の
改
善

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」
も
あ
る
。

派

遣
議
連
は
、
派
遣
業
界
の
意
向
を
う

け
て
い
ま
す
。
川
端
達
夫
文
科
相
が
そ
の

代
表
的
な
メ
ン
パ
ー
。
ま
た
小
沢

一
郎
幹

事
長
元
秘
書

の
樋
高

剛

衆
院
議
員
は

『Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
人
材
サ
ー
ビ
ス
ゼ

ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
」
の
政
治
顧
間
を
務
め

て
い
ま
す
貴
永
田
町
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
）。

「ゼ
ン
セ
ン
同
盟
」
は
繊
維
業
界
が
斜
陽

に
な
つ
た
後
、
流
通
、
食
品
、
運
輸
、
パ

チ
ン
コ
や
サ
ラ
金
な
ど
業
種
を
問
わ
ず
、

労
組
を
つ
く
り
、
組
織
拡
大
を
し
て
き
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
「ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、

菱
止
規
で
支
え
ら
れ
て
い
る
企
業
労
組
を

一
●

一
●
「　
・
＾
¨
●

■
―
一■
〓

勝手に原発推進を温田 ヒ対

策にした小沢鋭仁環境大

臣。(写真/AP images)
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，留
■
晶
聖
歌
糞
説
降
宰

―
―
民
主
党
は
運
合
の
支
持
も
あ
り
、選
挙

で
勝
ち
ま
し
た
。
連
合
や
構
成
労
組
の
意

向
が
議
員
に
反
映
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

連
合
の
構
成
員
は
六
七
五
万
人
で
す

が
、
実
際
の
票
は
、
六
七
五
万
ｘ
Ｏ

八
ｘ
親
族
票
と
し
て
一　
三
倍
程
度
と
厳

し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
参
議
院
比
例
は
組

合
の
主
張
で
当
選
す
る
が
、
衆
議
院
の
小

選
挙
区
は
難
し
い
。
民
主
と
社
民
の
票
、

自
塁
崇
二
割
と
無
党
派
票
の
六
割
が
と
れ

な
い
と
勝
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
小
選

挙
区
で
当
選
し
た
組
織
内
議
員
は
出
身
労

組
を
優
先
し
、
有
権
者
の
意
思
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

―
―
造
天
口の
基
本
方
針
は
。

こ
の
間
、
連
合
は

「
ス
ト
ッ
プ
格
差
社

会
」
を
最
大
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
前

参
院
選
と
今
回
の
衆
院
選
に
民
主
党
を
支

持
し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
△
′最
も
大
切

山
口
　
茂
記

・
や
ま
ぐ
ち
　
し
げ
き
・
前
副
事

務
局
長

・
連
合
政
治
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

（”

月
７
日
ま
で
同
職
）。
自
治
労
出
身
。
連
合
の
選

挙
担
当
副
事
務
局
長
を
務
め
た
。
小
沢

一
郎
氏

や
高
木
剛
前
連
合
会
長
に
同
行
し
、
全
国
行
脚

を
し
た
。
（写
真
撮
影
／
編
集
部
）

な
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
政
治
の
や

り
方
を
根
本
的
に
改
め
る
こ
と
。
そ
れ
と
、

民
主
党
は
政
権
構
想
五
原
則
の
中
で

「中

央
集
権
か
ら
地
域
主
権
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
連
合
は
、
大
枠
と
し
て

民
主
党
を
支
持
し
問
題
意
識
を
共
有
し

て
、
中
長
期
的
な
戦
略
か
ら

一
緒
に
社
会

の
在
り
方
を
改
め
て
い
く
作
業
を
行
な
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

―
―
全
て
の
政
策
で
民
主
党
と
一
致
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
。

も
ち
ろ
ん
、
労
組
と
政
党
が
政
策
面
で

す
べ
て
一
致
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
主
党
と
の
最
大
の
ズ
レ
は
、
日
本
の
社

杢
台
堡
障
の
コ
ア
と
な
る
年
金
と
医
療
蘭
頴
一。

連
合
は
、
支
え
合
い
に
よ
る
協
力
原
理
を

社
会
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
行
の
医
療
保
険

は
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
に
、
収
入
に

応
じ
た
保
険
料
を
出
し
合
い
健
康
保
険
組

合
な
ど
か
ら
医
療
費
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
対
し
て
民
主
党
は
、
年
金
制
度
を

一

元
化
し
、
医
療
に
関
し
て
は
被
用
者
保
険

と
国
民
健
康
保
険
を
段
階
的
に
統
合
し
、

将
来
的
に
は
地
域
保
険
と
し
て
一
元
化
す

る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
個
人
主
義
の

立
場
に
た
ち
、
個
人
を
ベ
ー
ス
に
し
た
制

度
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
個
人
主
義
か
ら
は
、
温
も
り

の
あ
る
社
会
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
民
主
党

と
の
こ
つヽ
し
た
思
想
的
背
景
の
違
い
は
ヽ

こ
れ
か
ら
論
議
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
最
初
に
し
て
最
大
の
課
題
で
す
。

―
―
古
賀
伸
明
新
会
長
に
よ
り
連
合
の
政

策
ス
タ
ン
ス
に
変
化
は
出
る
か
。

会
長
の
個
性
は
違
い
ま
す
が
、
基
本
的

に
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
最
も
大
き

い
変
化
は
、
与
党
と
な
つ
た
民
主
党
と
付

き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
今
ま
で
は

自
民
党
に
要
求
を
ぶ
つ
け
て
い
れ
ば
済
ん

だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
責
任
を
半
ば
共
有

し
、　
一
緒
に
政
策
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
事
に
つ
い
て
民
主
党
と
相

互
不
介
入
で
す
が
、
内
閣
冨
雇
長
官
に
就

い
た
平
野
博
文
さ
ん
は
、
奇
し
く
も
古
賀

新
会
長
と
同
じ
旧
松
下
電
器
労
組
の
出

身
。
二
人
は
三
〇
年
来
の
付
き
合
い
で
、

阿
咋
の
呼
吸
で
意
思
が
通
じ
合
う
間
柄
。

身
内
が
政
権
の
中
枢
に
い
る
こ
と
で
、
連

合
の
主
張
が
通
り
や
す
く
な
る
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
疑
問
。
親
し
い

問
柄
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
つ
て
主
張
し
づ

ら
い
こ
と
も
出
て
く
る
。

―
―
臨
時
国
会
で
は
原
発
や
労
働
者
派
遣

法
の
問
題
と
い
か
に
向
き
ム
甲
つ
の
か
。

真
の
議
論
は
こ
れ
か
ら
で
、
民
主
党
も

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
て
脱

原
発
へ
と
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
る
な
か
、

ど
ん
な
ラ
イ
ン
を
引
い
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
派
遣

法
改
正
案
の
問
題
は
、
「連
立
政
権
樹
立
に

当
た
っ
て
の
政
策
合
意
」
の
雇
用
対
策
強

化
の
筆
頭
に

「労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
三
党
で
合
意

し
た
以
上
、
臨
時
国
会
で
ぜ
ひ
成
立
さ
せ

て
ほ
し
い
。

聞
き
手
／
野
村
昌
二

多
く
抱
え
て
い
る
。
連
合
や
民
主
党
が
非

正
規
社
員
の
声
を
ど
こ
ま
で
本
気
で
受
け

止
め
、
派
遣
法
改
正
に
結
び
つ
け
る
の
か

堕

，

夕

な

ど
婁

累

蓉

鷲

菖

）。

一
二
日
と

一
三
日
、
近
藤
正
道
参
院
議

員

（社
民
党
）
は
、
漁
民
や
住
民
ら
が
反

対
運
動
を
続
け
る

「上
関
原
発
」
（山
口

県
）
の
現
場
を
視
察
し
た
。
し
か
し
民
主

党
国
会
議
員
の
同
行
は
な
し
。
か
つ
て
民

主
党
で
は
金
田
誠

一
前
衆
院
議
員
が
脱
原

発
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
今
回
の
総
選

挙
で
引
退
し
た
。
民
主
党
が
三
〇
〇
議
席

を
超
え
て
も
、
脱
原
発
の
民
意
を
届
け
る

国
会
議
員
は
減
り
、
逆
に
原
発
推
進
論
が

台
頭
し
て
い
る
。

〇
五
年
の
郵
政
選
挙
で
惨
敗
し
た
後
、

小
沢
幹
事
長
は
反
転
攻
勢
の
拠
り
所
と
し

て
連
合
を
頼

っ
た
。
高
木
会
長

（当
時
）

と
全
国
行
脚
を
し
て
、
連
合
は
地
方
組
織

が
脆
弱
な
民
主
党
の
足
腰
と
な
り
、
〇
七

年
の
参
院
選
と
今
回
の
総
選
挙
の
圧
勝
を

下
支
え
し
た
の
だ
。

し
か
し
政
権
交
代
の
結
果
、
財
界
と
政

治
の

″窓
口
″
が
経
団
連
か
ら
連
合
に
置

き
換
わ
っ
た
だ
け
で
は
、
国
民
に
何
ら
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
原
発

推
進
環
境
大
臣
の

″暴
走
″
を
放
置
す
る

鳩
山
新
政
権
が
今
後
、
財
界
寄
り
の
政
策

を
次
々
に
容
認
す
る
事
態
も
あ
り
う
る
。

民
主
党
と
連
合
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注

意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

よ
こ
た
　
は
じ
め
　
フ
リ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
。

週刊金曜 日  20091016 (771号 )


